




島弧の地震波速度構造（Kodaira et al.,2007a, b; Takahashi et al., 1998, 2007, 2008）は島弧地殻に
普遍的に安山岩質の中部地殻が存在することを示している。しかし，安山岩質の中部地殻を形成した




岩として付加されていく、というシナリオである。Hacker et al. (2011) は、これを「relamination」




を明らかにしようとするものである。Project IBM の三つの JR 掘削は、2014 年の 3 月 30 日から 9


















5 月 30 日から 7 月 30 日 (IBM-1) IODP Exp. 351: 奄美三角海盆の掘削(Pre-existing crust and 
mantle 沈み込み開始以前の地殻とマントル)。水深 4720ｍのこの地点には 1300m の堆積物の下に、
沈み込みの始まる前の海洋地殻が存在する。その海洋地殻と直上の堆積物を採取し、島弧の最初の基
盤と最初期の火山噴出物の記録を明らかにする。 
7月30日から9月29日 (IBM-2) ODP Exp. 352: 小笠原海嶺の掘削 (Initial arc crust and subduction 
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